
調査検討の概要

150MHz帯の電波を使用する登山者等の位置検知システムに関する調査検討会
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GPS衛星

遭難者が操作できない場合、
探索者の無線コントロールに
より登山者端末を起動させる。

②位置情報

150MHz帯の電波を使用する登山者等の位置検知システムに関する調査検討
－動物検知通報システムとの周波数共用－

【位置検知用無線機】
・遭難者ＩＤ、位置データを表示

①コントロール波

・ 遭難者が操作可能

な場合、手動で遭難
信号（位置情報含）を
発信させる。

救助隊

救難ヘリ

遭難した登山者の探索や狩猟における仲間のハンター把握等、山岳における人の位置検知システムを150MHz帯の特定小電力無線局
により実現するための技術的条件及び当該システムと動物検知通報システムの周波数共用条件について調査検討を行う。

・仲間のハ
ンターの位
置を把握

山小屋

②位置情報

1

・測位衛星利用（ＧＰＳ等）
・双方向通信（リモート制御）
・分かりやすい表示
・山岳に適した伝搬特性



・免許不要局（特定小電力無線局）による実
用化を想定

・広範囲を検知するため、山岳での伝搬特性
に優れたVHF（150MHz）帯電波の使用要望

・免許不要局（150MHz帯特定小電力無線局）
として制度化され、生体把握等に使用

・有害鳥獣による農作物被害の社会問題化等
により利用が増加

・一部地域からＣＨ不足の指摘

150MHz帯の周波数ひっ迫 → 新たな周波数の確保困難

周波数の有効利用技術導入

・周波数軸上の有効利用 → 狭帯域（ナロー）化によるチャネル増

・時間軸上の有効利用 → 送信時間の短縮（双方向通信による制御）

登山者等位置検知システム 動物検知通報システム

150MHz帯要望 Ｃｈ増要望

周波数共用の実現 （用途拡大）

動物検知通報システムとの周波数共用の必要性及びその方法
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調査検討のポイント①
－登山者等の位置検知システムに関すること－

• 登山者等の位置把握を目的とするシステムの種類と特長

• 既存システムの課題

現状の把握

• 登山者等の位置検知システムの要件の検討
– 位置検知の範囲、精度

– 必要な機能（捜索者からのリモート制御機能など）

– 動作環境、動作時間、容積、重量、その他

• 試験モデルシステム及び試験計画等の検討

• 登山者等位置検知システムの技術的条件の検討

• 普及に向けた運営方法の検討

• 位置検知システムの応用範囲の検討

150MHz帯を使用する登山者等の位置検知システムに関する検討等
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• 登山者等の位置検知（範囲、精度）及び端末の制御機能等

• 総合的な有用性の評価

モデルシステムを使用した技術的試験、検証



調査検討のポイント②
－動物検知通報システムとの周波数共用に関すること－

• 周波数共用方策の検討
– 周波数軸上の有効利用（狭帯域化）

– 時間軸上の有効利用（送信時間の短縮）

• 周波数共用に関する技術的条件の検討
– 占有周波数帯域幅（所要伝送速度、変調方式）及び周波数セパレーション

– 隣接CH漏えい電力及びキャリアセンスレベル

– 連続送信時間、キャリアセンスの周期等

周波数共用（周波数有効利用技術）に関する検討

• 動物検知通報システムの利用状況（生体把握、警報、狩猟）状況と課題

• 登山者等の位置検知システム及び動物検知通報システムの需要の予測

現状把握と今後の動向
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• 狭帯域システムにおける伝送速度、通信品質及び隣接チャネル等の干渉

• 現行システムと狭帯域システムとの干渉

技術的試験、検証



調査検討
（技術試験事務）

技
術
基
準

周波数のひっ迫
緩和・電波有効
利用技術の導入

審査基準策定

（既存技術）

周波数のひっ迫により生
じる混信・輻輳を解消又
は軽減するため、電波を
有効に利用できる実現性
の高い技術

調査検討の位置づけ

• 平成16年度 山岳遭難者探索用ビーコンシステムの高度化に関する検討会

• 平成17年度 電波を活用した生態位置検知システムに関する調査検討会
（信越総合通信局と合同開催）

当局が過去に実施した関連する調査検討

参考事項

技術的条件を明らかに
する


